
「卒業生のことばより」一部抜粋 
 
・・在校生の皆さん，お別 

れのときを迎えました。私た 
ちが，手本となる先輩であっ 
たかどうかはわかりません。 
しかし，私たちは，この学校 
で受け継がれてきた伝統，思 
いを引き継ぐ努力を精一杯してきました。ぜひ，私た
ちの思いを受け継ぎ，スローガン通り，どんなときで
も煌めき続けてください。特に，「ともに！チーム長
町プロジェクト」は，地域との絆を深めることのでき
る素晴らしい取組です。私たちが先輩方から受け継
ぎ，発展させた取組を，これからもぜひ続けて欲しい
と思います。後輩の皆さん，これまで私たちについて
きてくれて，ありがとうございました。 
 そして，今日，私たちがこの日を迎えることができ
たのは，校長先生をはじめとする諸先生方，地域の皆
様，そして家族のおかげです。未熟な私たちを温かく，
時に厳しく，様々な面から支えていただき，本当にあ
りがとうございました。私たちにかけてくださった，
温かい言葉の一つ一つを，決して忘れません。 
 私たちはこの伝統ある長町中学校を巣立ち，新たな
道を歩んでいきます。これまでとは違い，これから進
む道は，自分で切り拓かなければなりません。自分が
果たして何をすべきなのか，どの道を進むべきなの
か，迷うこともあるでしょう。そんなときには，仲間
たちと育んだ「自主，創造，友愛」の精神に立ち返り，
自分自身の道を歩んでいきたいと思います。 
 中学校の卒業。それは人生の大きな節目となるでし
ょう。別れはつらいことですが，私たちにとっては新
たな世界へと飛躍する大きなチャンスでもあります。
私たちは，長町中学校チームレッドの仲間とともに学
んだことを心の糧として，失敗を恐れずに前進し続け
ることをお誓いします。・・ 
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去る 7 日（土）本校体育館を会場に，第 68 回卒業証書授与式を

挙行いたしました。当日は，たくさんの保護者の皆様と，50 名を超

える地域のご来賓の方々においでいただき，298 名の卒業生の旅立

ちを見守りました。 

山内校長は式辞の中で，「竹の知恵に学べ」と話しました。「竹は堅くて

丈夫なのにしなやかさがある。これは竹の途中にある「節」の存在が大き

い。そして，皆さんは人生の中で一つの節目を迎えており，節目の過ごし

方が大切である。」

「また，しなやかさ

のためには竹の中が

空洞になっている構造が重要で，私たちも同

じように，心の中にゆとりの空間を持つこと

が大切。そのことによって様々なことを受け

入れることができるようになる。」と教示し

ました。 

 ご来賓を代表し，本校父母教師会齋藤綾子

会長からご祝辞をいただき，在校生代表とし

て○○○○さんが「卒業生を送ることば」を，

卒業生代表として，

○○○○さんが「卒

業生のことば」を述

べました。 

 最後に，卒業生が

「春風の中で」を歌

い上げ，在校生代表の合唱団とともに「さよ

なら友よ」を合唱し，感動の中で式が終わり

ました。厳粛な中にあたたかい感謝のことば

が行き交うすばらしい式となりました。 

   卒業生の前途がさらに拓け，    

力を十分に発揮し活躍する 

ことができるように，見守っ    

ていきたいと思います。 
 

 

前号の予定表で「学年始休業～４／８まで」と記載いたしまし 

たが，～４／７までの間違いです。４月８日は始業式になります。 

 

 

 

 

http://www.sendai-c.ed.jp/~nagajh00/ 

ともに 上をめざして 長中 

 

学校目標 

自主 
友愛 
創造 
 

 

平成２７年３月１１日 

仙台市立長町中学校 

学校だより 第20号 

電話：(２４８)１４４４ 

 


